
工法名： ALC立上躯体乾式工法 No. 2018-躯体（RC）-11

■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

　◇プレキャスト化
　　　　①製作場所：PC工場 or 現場サイト　②取付時期：躯体同時施工

■検索用分類 　

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2018.04.01

特　許 ベネフット：旭化成建材株式会社（特許第4225861号）　＊㈱竹中工務店共同出願

ＡＬＣ・サッシ・２重壁などの立上り躯体をプレキャスト化やコンクリートブロック
などの部材を製作し、躯体同時施工もしくは後施工で取付ける工法。
採用に先立ち、使用材料・施工方法・納まり等の検討を行い監理者の承認を
行う。

特　徴
・

効　果
・

メリット

【工期】
・在来工法で行う複数の手順・工種を伴う手間工事を省略できる。
・雑工事であるためサイクル短縮や大幅な工期短縮は見られないが、
　サイクル工程・後工事への遅延を防止できる。

【コスト】
・躯体工事の基準単価と比べるとコスト増となる。
・雑工事単価＋補修＋管理手間等を含めるとメリットがある場合がある。

【労務】
・１工種での作業が可能。
・在来工法と比べて50～70％の労務削減。
・施工階より下階で、立上り部のみの打設工事が不要。

適用条件 なし

メーカー等
BJB工法：株式会社内外テクノス(販売店)
ベネフット：旭化成建材株式会社

備　考
・プレキャスト化やコンクリートブロックの監理者採用承認が必要。
・採用部位により、止水対策が必要。

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種
Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

Phase5(施工）

搬入状況 取付状況

◇コンクリートブロック

BJB工法 ①製作場所：工場 ②取付時期：躯体同時施工 or 後施工

ベネフット ①製作場所：工場 ②取付時期：後施工

躯体同時施工取付状況 後施工取付状況

ベネフットＢＪＢ工法
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